
小栗の太々神楽保存会が
地域文化功労者表彰を受賞

紅葉の報せも届く頃となりました。お健やかにお過ごしの事とお慶び申し上げます。
故郷の皆様には、日頃より、温かいお心遣い、ご支援を賜りまして、心より御礼申し
上げます。おかげさまで、私も、健やかに秋を迎えることができました。白寿を迎え、
何かと不自由な身ではございますが、少しずつ絵を描くことを楽しみにしております。
本年の日展には、黒川能（百号）を出品することができました。ご高覧いただけまし
たら幸でございます。日々、秋が深まってまいりますが、どうぞご自愛くださいます
ように、お健やかで、ご機嫌よく過ごされますようお祈りいたします。

　　　平成17年 11月吉日　森田 茂

白
寿
を
迎
え
る
森
田
茂
先
生
が

日
展
に
『

黒
川
能
』

を
出
品

森田茂『黒川能』（第 37回日展出品作品）

東
京
都
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
第
37
回
日
展
（
会
期
＝
11
月
２
日
か
ら
24
日
）
に
、
筑
西
市
出
身
の
洋
画

家
・
森も

り

田た

茂し
げ
る

先
生
（
98
歳
・
市
名
誉
市
民
、
文
化
勲
章
受
章
者
）
が
、
作
品
『
黒
川
能
』
を
出
品
し
ま
し
た
。

森
田
先
生
の
芸
術
へ
の
情
熱
は
衰
え
を
知
ら
ず
、
現
在
も
、
東
京
・
目
白
の
自
宅
で
創
作
を
続
け
て
い
ま
す
。

11 月９日、小
お

栗
ぐり

の太
だい

々
だい

神
かぐ

楽
ら

保存会（会長＝中
なかじま

島純
じゅんいちろう

一郎さん）が、
小栗内

ない

外
げ

大
だい

神
じん

宮
ぐう

太々神楽の継承に尽力した功績などにより、地
域文化功労者表彰を受賞しました。同表彰は、多年にわたり地
域の文化振興に功績のあった個人や団体に対し、文部科学大臣
から贈られるもの。約 250 年にわたり受け継がれたこの神楽は、
現在でも、小栗内外大神宮の春と秋の例祭に奉納されています。



 

関城商工まつり

2005 秋の祭り
透きとおる秋晴れの下

明野ふれあい祭り、関城商工まつり
しもだて商工まつりが開催されました。
家族連れをはじめ多くの市民が訪れ
楽しい秋の一日を過ごしました。

▲『後川清＆ホットファイブ』ショーでは、『長崎は今
日も雨だった』を一緒に歌いました。コーラスが合わな
かったり音程がずれるなど、会場の笑いを誘いました。

▲ 筑波大学生によるマジッ
クショーでは、不思議なイ
リュージョンの世界へと誘わ
れ、驚きの連続でした。

▲

恒
例
の
商
工
会
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会
に
は
大
勢
が

参
加
し
ま
し
た
。

11月３日、市関城生涯学習センター
前広場で開催されました。展示即売会や模擬店

フリーマーケットなどが開かれ、マジックや歌謡ショー
ウルトラクイズが祭りを盛り上げました。

▼スポーツ広場の特設ステージでは
お猿の劇場が午前と午後と２回行わ
れました。赤ちゃん猿を抱っこした
可愛い親子猿の後ろ宙返りや、ジャ
ンプして輪をくぐるサルが登場し勇
敢な演技を披露。劇場終了後には赤
ちゃん猿との記念撮影会もあり、子
どもたちは大喜びでした。

▲明野保育園マーチングバンドでは、園児た
ちの演技に惜しみない拍手が続きました。

▲大勢が参加した○×クイズでは、正解が発表されるたびに歓
声とため息が会場を包みました。ステージに残れたのは５人、
最終的に３人が豪華賞品を獲得し大満足でした。



明野ふれあい祭り
10 月 30日から 11月６日にかけて明野公民館で

開催され、明野地区の保育園、幼稚園、小・中学校、文化
協会などの作品が展示されました。祭りのメインは５日で
イル・ブリランテでの芸能発表会やスポーツ広場での様々な

イベントが行われ、多くの来場者で賑わいました。

▼お父さんやお母さんは名カメ
ラマン。子どもたちのダンスの
一部始終を写真やビデオに撮る
のに余念がありませんでした。

▼

『あけのキッズクラブ』
では、テンポのいい音楽
に合わせてヒップホップ
ダンスを踊りました。

しもだて商工まつり
11 月 19～ 20日

市役所前駐車場で開催されました。
物産展示即売会などのテントが所狭しと

張られる中、大じゃんけん大会、大抽選会を
はじめ多くのイベントが行われ

会場は２日間にわたり盛り上がりました。

▲大抽選会では、１等の豪華韓国旅行から
６等まで賞品が用意されました。抽選番号
が呼ばれるとそれぞれに一喜一憂しました。

▼

強烈なサンバのリズムでダ
ンス。観衆も思わず自然に
体を揺さぶり会場はさながら
カーニバルの雰囲気。観衆の
の人気を集めました。

▼『卵のつかみどり』には長い行
列ができました。会場のゴミを５
つ拾った人が参加することができ、
会場清掃に一役かいました。

▼２０日は、羽黒神社の大御輿がアルテリオを出発し目抜き通りを渡
御して商工まつり会場へ。その勇壮な姿は大勢の観衆を魅了しました。
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24
）
６
３
８
０
／
蒔
田
＝
渡
邉
孝

之
（
24
）
６
７
９
５
／
国
府
田
・
野
村
・

上
中
山
＝
柴
善
徳
（
24
）
６
８
２
０

■
関
本
地
区

船
玉
東
・
船
玉
西
・
船
玉
新
町
＝
外

山
林
一（
37
）
２
１
６
５
／
三
道
・
北

原
＝
小
幡 

惠
一（
37
）
６
２
６
１
／
上

東
部
・
井
々 

安
塚
＝
永
田
昭
治
（
37
）

６
６
９
６
／
上
町
・
吾
妻
・
稲
荷
山
北
・

南
＝
横
塚 
マ
サ
（
37
）
３
１
９
８
／
本

郷
・
分
中
＝
森
市
男
（
37
）
２
４
６
６

／
東
館
＝
野
澤
れ
い
子
（
37
）

２
１
８
８
／
横
宿
・
小
詰
＝
長
沢
登
美

（
37
）
６
５
８
９
／
若
宮
・
下
宿
＝
長

澤
秀
一（
37
）
６
０
６
６
／
桜
塚
・
桜

台
＝
篠
﨑
芳
三
（
37
）
５
５
８
９
／
上

野
＝
羽
鳥
幸
江
（
37
）
６
８
５
５
／
馬

場
・
橋
本
・
下
河
原
＝
染
谷
勉
（
37
）

５
２
６
９

■
河
内
地
区

舟
生・
木
有
戸
＝
石
田
稠
（
37
）
３
０

９
２
／
板
橋
・
花
橋
＝
柳
橋 

三
郎

（
37
）
５
２
０
１
／
犬
塚
・
霞
台
・
茨

城
牧
場
＝
古
谷
ヒ
サ
（
37
）
５
４
９
５

／
藤
野
・
西
原
＝
遊
佐
行
弘
（
37
）

２
６
７
２
／
藤
ヶ
谷
上
＝
大
吉
和
子

（
37
）
２
８
４
２
／
藤
ヶ
谷
中
＝
坂
入

禮
子
（
37
）
４
３
６
９
／
藤
ヶ
谷
下
・

雇
用
促
進
住
宅
＝
大
木
三
枝
（
37
）

２
３
３
３
／
関
館
・
花
田
＝
菊
地
高
夫

（
37
）
２
８
０
８

■
黒
子
地
区

黒
子
・
新
池
＝
柴
光
子
（
37
）

３
３
２
１
／
広
小
路
・
辻
１
＝
塚
原
み

ち
子
（
37
）
２
７
３
６
／
辻
２ 

・
辻
３
・ 

辻
西
＝
平
塚
敬
一
郎
（
37
）
４
５
８
８

／
井
上
＝
仲
川
功
（
37
）
３
７
５
２
／

川
久
保
・
西
保
末
＝
渡
邉
信
子
（
37
）

３
７
８
８
／
木
戸
１
・ 

木
戸
２
＝
飯
田

良
三
（
37
）
５
８
２
２
／
木
戸
３
・ 

木

戸
４
＝
中
山
博
正
（
37
）
３
８
１
９

／
稲
荷
＝
渡
邉
榮
（
37
）
３
７
２
３

／
梶
内
・
磯
山
＝
赤
荻
徳
夫
（
37
）

２
２
３
８

■
大
村
地
区

海
老
ヶ
島
上
１
・
上
２
＝
廣
瀬
千
鶴
子

（
52
）
０
０
４
０
／
台
山
北
・
中
・
南

＝
関
山
春
江
（
52
）
１
６
７
１
／
海

老
ヶ
島
下
３
・
下
４ 

・
雇
用
促
進
住
宅

＝
中
島
浪
子（
52
）３
５
５
３
／
海
老
ヶ

島
下
１
・
下
２
＝
若
林
美
江
子
（
52
）

０
０
０
５
／
東
松
原
・
西
松
原
・
松

原
住
宅
＝
園
部
清
一（
52
）
０
５
２
３

／
田
宿
上
・
下
＝
中
島
右
一
郎
（
52
）

３
８
４
３
／
有
田
・
赤
町
・
中
根
・
山

王
堂
＝
柴
皓
一（
52
）３
９
２
３
／
新
井・

倉
持
＝
飯
島
希
彦
（
52
）
４
０
３
１
／

石
倉
・
三
ツ
谷
・
篠
之
内
・
篠
之
内
住

宅
＝
高
橋
幸
子
（
52
）
１
１
６
６

関
城
地
域

明
野
地
域

　　　　　　　民生委員・主任児童委員は、地域に密着した福祉活動の
　　担い手として厚生労働大臣が委嘱する民間の奉仕者です。生活上や
　　　　身体が不自由で困ったことなど、手助けを必要としている人の
　　　　　いろいろな問題について、秘密を守り相談や助言に応じます。
　　　　　　　　　　主任児童委員は、少子化・子育て不安・児童虐待
　　　　　　　　　　　　などの問題に対応します。福祉のことでお悩
　　　　　　　　　　　　　　　　みの人はお気軽にご相談ください。

■問い合わせ　市社会福祉課　内線２６５

あなたのまちの
民生委員
主任児童委員です

５



■
小
栗
地
区

宮
本
・
宮
本
住
宅
・
稲
荷
宿
＝
海
老

原
静
男
（
57
）
４
５
６
６
／
上
町
・
仲

町
＝
坂
入
満
（
57
）
２
７
６
２
／
下
町・

加
草
＝
荒
山
孝
子
（
57
）
２
７
５
２
／

下
小
栗
＝
大
谷
勇
雄
（
57
）
３
６
０
２

／
整
理
地
＝
兼
村
照
子
（
57
）

４
５
２
３
／
旭
町
・
今
泉
町
住
宅
＝
稲

つ
き
（
57
）
３
６
４
６
／
蓬
田
＝
深
谷

利
一（
57
）
２
６
４
５

■
新
治
地
区

門
井
上
（
第
１
の
１
・
第
１
の
２
・
第
２

の
１
・
第
２
の
２
・
第
２
の
３
・
第
３
の
１
・

第
３
の
２
・
第
３
の
３
）
＝
鈴
木
孝
重

（
57
）
５
４
２
１
／
門
井
上
（
寿
町
第

１
の
１
・
第
１
の
２
、
寿
町
第
２
・
第
３
・

第
４
、
栄
町
）・
若
松
町
住
宅
＝
鈴
木

明
（
57
）
６
５
２
７
／
門
井
下
第
１
区・ 

門
井
下
第
２
区
＝
岡
本
房
則
（
57
）

２
６
７
８
／
門
井
下
第
３
区
＝
小
島

侃
（
57
）
６
３
３
３
／
門
井
中
央
（
睦

町
・
緑
町
・
役
場
西
・
弥
生
町
・
日
の

出
・
新
治
西
・
中
央
）・

門
井
住
宅
＝
増
渕
静

江
（
57
）
３
５
６
２

／
門
井
中
央（
本
町・

大
町
・
錦
町
・
南

町
・
東
町
・
若
葉
町
）

＝
冨
山
浩
平
（
57
）

４
６
１
５
／
久
地

楽
・
古
郡
＝
宮
本
政

子
（
57
）
２
１
５
９
／
三
郷
・
新
栄
町

＝
生
井
正
一（
57
）
６
６
６
２
／
新
治

北
＝
田
谷
美
知
（
57
）
２
１
９
３
／

新
治
南
・ 

新
治
西
＝
谷
島
正
勝
（
57
）

３
７
０
６
／
新
治
東
・
桜
町
・
新
治
住

宅
＝
塩
谷
久
吉
（
57
）
２
４
８
２
／
東

蓮
沼
＝
岩
渕
伊
市
（
57
）
２
８
１
９
／

西
蓮
沼
（
第
１
、
第
２
、
第
５
の
北
・

東
・
南
、
第
８
）
＝
谷
島
幸
一（
57
）

３
６
１
４
／
西
蓮
沼
（
第
３
の
１
・
第

３
の
２
・
第
４
・
第
６
・
第
７
・
第
10
）

＝
安
達
み
ち
子
（
57
）
６
３
５
３
／
蓮

沼
団
地
＝
山
中
秀
男
（
57
）
２
６
８
０

／
横
塚
＝
吉
原
英
夫
（
57
）
４
７
９
３

／
向
川
澄
・
商
業
卸
団
地
＝
名
倉
し

げ
子
（
57
）
６
３
１
６
／
井
出
北
＝
枝

ミ
ヨ
（
57
）
６
２
６
８
／
井
出
南
＝
古

谷
野
英
雄
（
57
）
３
４
８
８

■
古
里
地
区

柳
・
三
王
＝
永
瀬
公
司
（
57
）

２
７
０
５
／
細
田
・
谷
永
島
＝
谷
島

保
三
郎
（
57
）
９
２
８
８
／
上
星

谷
・
下
星
谷
・
八
幡
＝
吉
原
榮
（
57
）

９
２
２
５
／
知
行
・
下
郷
谷
＝
宮
田

芳
夫
（
57
）
４
４
０
４
／
堀
之
内
・
清

水
・
高
堀
・
大
島
＝
中
里
友
則
（
57
）

９
３
６
０
／
巽
内
・
谷
中
・
高
座
口
・

赤
法
花
＝
小
島
英
雄
（
57
）
９
３
４
３

／
十
里
上
・
十
里
下
西
・
十
里
下
東 

・
前
原
＝
亀
田
定
三
（
57
）
４
３
９
５

／
桑
山
・
栗
崎
＝
大
島
勝
見
（
57
）

９
５
１
２

■
下
館
地
域
東
部
地
区

飯
島
美
智
子
（
22
）
５
９
５
６
／
酒
寄

み
と
り
（
24
）
１
２
３
６

■
下
館
地
域
西
部
地
区

柴
山
美
代
子
（
24
）
９
１
３
１
／
宮
田 

紘
子
（
28
）
２
３
８
１

■
下
館
地
域
南
部
地
区

染
谷
法
子
（
24
）
８
０
３
８
／
谷
島  

等
（
24
）
３
５
７
０
／
新
井
佳
代
子

（
24
）
６
８
４
８

■
下
館
地
域
北
部
地
区

国
府
田
ミ
ヨ
子
（
24
）
６
９
６
０
／
高

橋 

玉
（
22
）
７
３
１
９

■
関
城
地
域

小
川
ノ
リ
子
（
37
）
３
５
５
６
／
津
田 

幸
夫
（
37
）
６
７
２
９

■
明
野
地
域

武
井
新
藏
（
52
）
０
９
７
２
／
深
見
恭

子
（
52
）
２
８
３
８

■
協
和
地
域

稲
葉
洋
子
（
57
）
３
１
６
２
／
大
快
充
子

（
57
）
３
５
９
９

■
村
田
地
区

村
田
中
町
・
上
町
＝
武
位
文
子
（
52
）

３
７
８
２
／
村
田
下
１
・
下
２
・
下
３
・

村
田
住
宅
団
地
＝
鈴
木
美
代
子
（
52
）

２
１
８
８
／
吉
田
・
竹
垣
＝
大
吉
冨
士

（
52
）
３
７
３
８
／
内
淀
・
鍋
山
＝
大

木
登
（
52
）
３
７
２
５
／
川
崎
・
金
井
・

下
川
中
子
・
古
内
・
大
林
＝
新
井
香

代
子
（
52
）
０
１
３
９

■
鳥
羽
地
区

高
津
・
成
井
＝
鈴
木
春
市
（
52
）

２
７
６
２
／
鷺
島
＝
古
宇
田
馨
（
52
）

４
０
６
４
／
築
地
＝
広
瀬
ま
ち
子

（
52
）
１
４
７
３
／
海
老
江
＝
齊
藤

幸
雄
（
52
）
４
０
８
７
／
東
保
末
・

谷
原
＝
武
井
和
子
（
52
）
４
５
８
２

■
上
野
地
区

寺
上
野
１
・
２
・
３
・
４
＝
橋
谷
征
司

（
52
）
２
０
３
５
／
中
上
野
１・２・３・４

＝
比
企
せ
つ
子
（
52
）
４
１
７
９
／

赤
浜
１・２・３・４
＝
福
田 

一
代
（
52
）

２
２
１
５
／
向
上
野
１・２
＝
稲
葉
昭
善

（
52
）
４
２
８
５
／
東
石
田
１・２・３・４ 

市
川
住
宅
団
地
＝
飯
村
守
雄
（
52
）

０
２
９
３

■
長
讃
地
区

勝
宮
南
・
北
、
宮
山
、
権
現
台
住
宅

団
地
＝
大
木
廣
一（
52
）
１
８
５
０

／
東
宮
後
、
西
之
内
東
・
西
、
本

郷
、
上
西
郷
谷
＝
八
田
弘
樹
（
52
）

１
９
０
５
／
道
法
内
、
猫
島
南
・
北
＝

飯
島
勝
枝
（
52
）
０
３
６
７
／
東
押
尾・

西
押
尾
＝
関
口
千
代
（
52
）
２
３
３
３

＊
主
任
児
童
委
員
＊

協
和
地
域

　　　　　　民生委員
主任児童委員紹介

６



の
喜
び
と
市
政
へ
の
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

　

齋
藤
元
町
長
は
昭
和
54
年
か
ら
25

年
４
か
月
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
関

城
町
長
と
し
て
町
政
の
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
心
血
を
注
が
れ
、
今

年
３
月
の
筑
西
市
誕
生
に
尽
力
し
ま

し
た
。
特
に
、
特
産
品
の
『
梨
』
の

県
銘
柄
産
地
指
定
と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ら

れ
、
昭
和
63
年
に
は
ハ
ワ
イ
に
輸
出
、

『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ホ
ウ
ス
イ
』
と
し

て
好
評
を
博
し
大
き
な
話
題
を
呼
び

ま
し
た
。
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
の
一
貫
し
た
教
育
を
進

め
る
一
方
、
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町

村
と
し
て
町
民
に
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ

を
広
め
る
な
ど
個
性
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
し
た
。
町
長
就
任
中
は

各
種
審
議
会
委
員
や
真
壁
郡
町
村
会

長
、
茨
城
県
町
村
会
長
、
関
東
町
村

会
長
、
全
国
町
村
会
副
会
長
な
ど
を

歴
任
、
地
方
自
治
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
し
ま
し
た
。

　
『
和
』
を
重
ん
じ
る
温お

ん
こ
う
と
く
じ
つ

厚
篤
実
な
性

格
か
ら
、
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
県

内
外
の
政
・
財
界
人
の
人
望
を
集
め
、

卓
越
し
た
行
政
手
腕
と
指
導
力
は
高

く
評
価
さ
れ
、
現
在
は
市
の
非
常
勤

特
別
参
与
に
就
い
て
い
ま
す
。

　　

昭
和
38
年
か
ら
42
年
間
、
陸
上
自

衛
隊
関
東
補
給
処
古
河
支
処
で
災
害

時
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
施
設
・
機
材

の
整
備
や
管
理
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
勤
務
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
英
語

の
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
し
か
無
く
て
苦

労
し
ま
し
た
。
イ
ラ
ク
や
東
チ
モ
ー

ル
へ
の
自
衛
隊
海
外
派
遣
時
に
は
、

機
材
の
整
備
に
時
間
的
余
裕
が
な
く

て
厳
し
か
っ
た
。
整
備
は
油
な
ど
に

塗ま
み

れ
た
り
す
る
地
味
な
作
業
。
で
も
、

縁
の
下
の
力
持
ち
と
思
い
務
め
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
嬉
し
い
」
と

受
章
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
役
場
職
員
時
代
を
含
め
る
と
57

年
間
、
行
政
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
過
ぎ
て
み
て
長
か
っ
た
と
感
じ

な
い
の
は
、
県
町
村
会
長
や
全
国
町

村
会
副
会
長
な
ど
も
兼
任
し
、
多
忙

な
日
々
の
連
続
で
、
毎
日
を
振
り
返

る
暇
が
な
か
っ
た
か
ら
。

　

厳
し
い
職
務
を
務
め
ら
れ
た
の
は

家
族
の
支
え
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

議
会
議
員
の
皆
さ
ん
や
町
民
の
理
解

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
合
併
で

関
城
の
名
前
は
消
え
ま
し
た
が
、
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
と
き
が

近
い
将
来
、
必
ず
来
ま
す
」
と
受
章

７ 市政メモ／秋の叙勲

元
防
衛
庁
技
官 

中 

村 

端ま
さ 

仁ひ
と 

さ
ん

　
　
　
　
（
西
方
、
61
歳
）

■元人権擁護委員の外山岩男さんに大臣感謝状
　外

と

山
やま

岩
いわ

男
お

さん（76 歳・関
せき

本
もと

上
かみ

中
なか

）に、法務
大臣感謝状が贈られました。外山さんは、平成
５年から約 12年間にわたり、人権擁護委員とし
て活躍された功績が認められての表彰です。

■防災情報ネットワークの運用を開始
　10月21日、市役所本庁舎で、防災情報ネッ
トワークの接続式を開催。光ファイバーを利用し
た専用回線で国土交通省下館河川事務所と市役
所を結ぶことにより、国の災害情報を常時把握
することが可能となりました。
■シビックコア地区に子どもたちの絵画を展示

　11月１日、下館地方合同庁舎の建設現場を囲
むフェンスに、市内20小学校の児童による『我
がまち自慢・学校自慢』を描いた絵画が飾られま
した。市内に分散する国の出先機関などを集約・
整備する下館地方合同庁舎は、魅力的な中心市
街地づくりを進める『シビックコア地区整備事業』
の中核施設のひとつで、来年９月に完成予定です。

■火災予防啓発パレードを実施
　11月９日、市消防団が、火災予防啓発パレー
ドを実施。これは、秋季全国火災予防運動の開
催にあわせて行ったもので、消防車が市内全域
をめぐり、市民に火災予防をうったえました。
■下館商工会議所創立 50周年記念式典

　11月15日、市内のホテルで、下館商工会議
所創立 50 周年記念式典が開催されました。当
日は、橋本昌知事や国会議員、冨山省三市長
などの来賓、会議所会員など約３００人が出席し、
功労者の表彰や記念祝賀会などが行われました。

秋
の
叙
勲

旭
日
中
綬
章

元
関
城
町
長 

齋 

藤 

和 

夫 

さ
ん

　
　
　
　
（
板
橋
、
78
歳
）

瑞
宝
単
光
章



プ
ロ
の
大
道
芸
に
拍
手
喝
采

　

11
月
19
日
、
協
同
組
合
日
専
連
し
も
だ
て
（
理
事
長
＝
廣ひ

ろ

瀬せ

俊と
し

雄お

さ

ん
）
主
催
に
よ
る
筑
西
市
誕
生
記
念
応
援
団
事
業
『
笑
店
街
誕
生
!!
商

店
街
に
笑
い
と
感
動
を
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
パ
ン
ト
マ

イ
ム
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
サ
ッ
ク
ス
演
奏
な
ど
、
プ
ロ
の
大
道
芸
人
が

素
晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
。
会
場
と
な
っ
た
ア
ル
テ
リ
オ
前
広
場
は
、

集
ま
っ
た
大
勢
の
市
民
の
笑
顔
と
、大
き
な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

にいばりの里伝統文化こども教室
歴史と伝統文化の継承を願い

新たに発足の市野球連盟が主催

８まちの話題

笑
店
街
誕
生
!!
商
店
街
に
笑
い
と
感
動
を
。

筑西市誕生を記念して野球大会

　11月12日、協和ふれあいセンターで、に
いばりの里伝統文化こども教室実行委員会
（会長＝藤

ふじ

田
た

積
かつ

善
よし

さん）の主催による縄文土
器作り教室が開催されました。これは、財
団法人伝統文化活性化国民協会の助成を
受けた同委員会が、郷土の歴史と伝統文
化継承を目的に、新治小学校の児童 36 人
を対象として行っている教室のひとつ。これ
までに、神事や祇園囃子について勉強し、
今後もしめ縄作りなどを学ぶ予定です。

　10月23日・30日・11月６日の３日間、下
館運動公園野球場（上

かみ

平
ひら

塚
つか

）などを会場に、
筑西市野球連盟の主催による『筑西市誕生
記念 第１回市長杯争奪軟式野球大会』が
開催されました。同連盟は合併を機に旧４
市町の各野球連盟が統合した団体で、大
会には市内在住者・在勤者などで編成する
４４チーム、約 800 人が参加。熱戦を繰り
広げた結果、スマップ協和が優勝、日立ハ
ウステックが準優勝の栄冠に輝きました。

▲ピエロに誘われて観客の女の子が飛び入り。皿回しに挑戦しました。



■日本のわざと美展　重要無形文化財とそれを支える人々
　12月21日（水）まで　月曜休館
　茨城県陶芸美術館〔笠間市TEL0296（70）0011〕
　入場料＝一般500円　高大生350円　小中生200円
■ソンコ・マージュ　ギターリサイタル
　平成 18年２月11日（土）午後６時開演
　結城市民文化センターアクロス〔結城市TEL0296（33）2001〕
　入場料＝全席指定3,000円

■リトアニア・バルティック室内管弦楽団
　平成 18年２月12日（日）午後３時開演
　つくばノバホール〔つくば市TEL029（852）5881〕
　入場料＝Ａ席 3,500円　Ｂ席 3,000円　Ｃ席 2,000円
■劇団四季ファミリーミュージカル 『人間になりたがった猫』
　平成 18年２月25日（土）午後３時開演
　茨城県立県民文化センター〔水戸市TEL029（241）1166〕
　入場料＝Ｓ席 4,000円　Ａ席 3,000円　Ｂ席 2,000円

おでかけガイド 広域情報

矢部 温大くん
12 月 7日生（岡芹）

平成 17年２月生まれのお子さんの写真を募集しています。写真の
裏面に、お子さんの氏名・生年月日・性別、保護者の氏名・郵便番号・
住所・電話番号を明記のうえ、12月 28日（水）までに市広報広聴
課広報係まで。応募者多数の場合は抽選とします。

１歳のお誕生おめでとう

おでかけガイド／わが家のアイドル９

渡辺 駿羽くん
12 月 10日生（玉戸）

古市 泰心くん
12 月 10日生（幸町）

小林 優理佳ちゃん
12 月 10日生（猫島）

増田 佳南ちゃん
12 月 9日生（西方）

川田 藍瑠くん
12 月 9日生（西方）

野上 倫花ちゃん
12 月 8日生（南町）

岩岡 速斗くん
12 月 15日生（関舘）

市村 洸大くん
12 月 15日生（舟生）

平山 奈々実ちゃん
12 月 14日生（西方）

戸頃 恭誓くん
12月14日生（金井町）

瀬尾 孔成くん
12 月 11日生（倉持）

鈴木 志歩ちゃん
12月11日生（下平塚）

石井 南実ちゃん
12 月 11日生（島）

佐藤 未空ちゃん
12 月 17日生（西方）

神谷 透和くん
12月17日生（下川島）

景山 翔平くん
12月20日生（関本下）

石橋 樹くん
12 月 19日生（門井）

羽田 隼大くん
12月16日生（西石田）

箱守 隼斗くん
12月15日生（一本松）

北原 光将くん
12 月 15日生（旭町）

大類 若菜ちゃん
12 月 29日生（玉戸）

加藤 渓太くん
12 月 27日生（中舘）

野尻 理加ちゃん
12 月 29日生（犬塚）

勝田 ちひろちゃん
12 月 21日生（岡芹）

市村 紗弓ちゃん
12 月 21日生（知行）

長倉 大珠くん
12月20日生（一本松）

木城 陽斗くん
12 月 20日生（大塚）

岩﨑 寛人くん
12月30日生（稲野辺）

吉江 諒真くん
12 月 29日生（横塚）

石井 亮太くん
12 月１日生（榎生）

大山 緋莉ちゃん
12 月 6日生（茂田）

田口 風華ちゃん
12月4日生（みどり町）

澤田 愛莉ちゃん
12 月 4日生（横島）

沼口 尚記くん
12 月 2日生（幸町）

田嶋 柾仁くん
12 月 2日生（伊讃美）

木代 陽花ちゃん
12 月１日生（市野辺）



６年生が描くわたしの夢、このまちの未来。
マイ・ドリーム

上
野
小
学
校

10マイ・ドリーム／おたより

い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て

い
る
教
師
に
な
り
、
楽
し

い
授
業
を
し
た
い
。
農
家

が
増
え
て
、
農
業
の
盛
ん

な
ま
ち
に
な
る
と
い
い
な
。

飯
いい

村
むら

　忠
ただ

司
し

ト
リ
マ
ー
に
な
っ
て
、
大

好
き
な
犬
や
猫
を
か
わ
い

く
カ
ッ
ト
し
て
あ
げ
た
い

な
。
動
物
が
安
全
に
暮
ら

せ
る
筑
西
市
を
作
り
た
い
。

稲
いな

葉
ば

　麻
ま

友
ゆ

パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
、

お
客
さ
ん
に
空
の
旅
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
み

ん
な
で
助
け
合
っ
て
、
楽

し
い
ま
ち
を
作
り
た
い
な
。

黒
くろ

坂
さか

　哲
てつ

夫
お

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本
の

大
友
選
手
み
た
い
な
、
ア

タ
ッ
カ
ー
に
な
り
た
い
な
。

み
ん
な
仲
良
し
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

荒
あら

木
き

　保
ほ

也
な

美
み

立
派
な
医
者
に
な
り
、
い

ろ
ん
な
患
者
さ
ん
を
治
療

し
て
あ
げ
た
い
。
み
ん
な

が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

ら
れ
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

関
せき

　翔
しょう

馬
ま

河
間
小
学
校浜

崎
あ
ゆ
み
の
よ
う
に
、

歌
が
う
ま
い
ア
イ
ド
ル
歌

手
に
な
り
た
い
な
。
み
ん

な
が
笑
顔
で
、
愛
情
あ
ふ

れ
る
筑
西
市
を
作
り
た
い
。

潮
うしお

田
だ

　陽
はる

香
か

お
笑
い
芸
人
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
人
を
笑
わ
せ
て

あ
げ
た
い
。
誰
も
が
命
の

大
切
さ
に
気
づ
い
て
、
犯

罪
が
な
く
な
れ
ば
い
い
な
。

神
かみ

原
はら

　裕
ゆう

司
じ

動
物
の
服
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
な
り
、
か
わ
い
く
て
温

か
い
服
を
作
り
た
い
。
木

や
花
を
植
え
、
自
然
い
っ

ぱ
い
の
ま
ち
に
し
た
い
な
。

黒
くろ

沢
さわ

　聡
さと

美
み

電
車
の
運
転
士
に
な
り
、

お
客
さ
ん
を
安
全
に
運
ん

で
あ
げ
た
い
な
。
ど
ん
ど

ん
ご
み
拾
い
を
し
て
、
き

れ
い
な
ま
ち
を
作
り
た
い
。

早
はや

瀬
せ

　立
たつ

哉
や

ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な

り
、
人
の
役
に
立
つ
よ
う

な
犬
を
育
て
た
い
な
。
み

ん
な
が
幸
せ
で
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
ま
ち
に
し
た
い
。

新
あら

井
い

　友
ゆ

香
か

　

皆
さ
ん
は
、
自
然
や
環
境
の
た
め

に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
人
に
自
慢
で
き
る
よ
う
な
こ
と

で
は
な
い
け
れ
ど
、
私
が
実
行
し
て

い
る
小
さ
な
エ
コ
は
、
ス
ー
パ
ー
に
行

く
時
に
マ
イ
バッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ

袋
を
も
ら
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
２
年
く
ら
い
前
の
こ

と
。
レ
ジ
に
並
ん
で
い
る
と
き
、
た
ま

た
ま
前
に
い
た
若
い
男
性
が
、「
袋
は

結
構
で
す
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
そ

の
男
性
は
当
た
り
前
の
よ
う
な
顔
で
、

持
参
し
た
バ
ッ
グ
に
商
品
を
詰
め
て

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
いっ
て
は

男
女
差
別
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ま
だ
学
生
く
ら
い
の
若
い
男

性
が
と
、
と
て
も
感
心
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
次
の
日
か
ら
早

速
、
私
も
マ
イ
バッ
グ
を
持
参
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

２
年
間
で
ど
の
く
ら
い
の
レ
ジ
袋
の

節
約
に
つ
な
が
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
ち

り
が
積
も
っ
て
小
山
く
ら
い
に
な
っ
た

か
な
。
今
度
は
、
私
の
後
ろ
に
並
ん

だ
人
が
、明
日
か
ら
マ
イ
バッ
グ
を
持
っ

て
き
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
な
。
そ
ん

な
こ
と
を
思
い
つ
つ
、
今
日
も
レ
ジ
に

並
ぶ
の
で
し
た
。　
　
　
　
（
主
婦
）

お
た
よ
り

日ごろ暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。市広報広聴課へ。

私
の
小
さ
な
エ
コ



11 スナップ／人

　

県
勢
発
展
に
貢
献
し
た
県
民
を
た
た
え
る

茨
城
県
表
彰
に
筑
西
市
か
ら
、
版
画
家
の

飯い
い

野の

農の

ぶ

や
夫
也
（
上
平
塚
、
92
歳
）
さ
ん
、
元

県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
副
会
長
の
関せ

き
ね根

　

子
（
岡
芹
、
78
歳
）
さ
ん
と
同
友
ク
ラ
ブ

（
荻お

ぎ
の野

忠た
だ
お夫

会
長
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
野
さ
ん
は
、
一
貫
し
て
地
元
の
風
景
や

働
く
農
村
の
人
々
を
描
く
版
画
家
と
し
て
多

く
の
作
品
を
創
作
、
地
域
の
文
化
・
芸
術
の

振
興
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。「
地

域
に
密
着
し
た
版
画
を
続
け
て
65
年
に
な
る

が
、
身
近
な
賞
を
頂
け
て
嬉
し
い
。
中
学
生

の
と
き
に〝
芸
術
を
志
す
な
ら
巨
匠
に
な
れ
〞

と
励
ま
し
て
く
れ
た
父
が
一
番
喜
ん
で
い
る

同友クラブ　 飯野農夫也さん  関根　子さん

茨
城
県
表
彰
に

筑
西
市
よ
り
２
人
・
１
団
体
が
受
賞

だ
ろ
う
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

関
根
さ
ん
は
、
女
性
の
地
位
向
上
・

社
会
参
画
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
受
賞
出
来
た

の
は
会
員
一
人
ひ
と
り
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
。
現
在
は
、
筑
西
市
地
域
女
性

団
体
連
絡
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
女
性
が
生
き
生
き
と
暮
ら

す
こ
と
の
出
来
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
意
欲
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
友
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
活
性
化
の
事

業
や
学
童
野
球
大
会
を
開
催
す
る
な
ど

青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。「
会
員
の
努
力
の
成
果
が
認
め
ら

れ
て
嬉
し
い
で
す
。
明
日
の
筑
西
を

担
っ
て
い
く
青
少
年
の
育
成
は
も
と
よ

り
、
市
の
文
化
や
歴
史
、
観
光
資
源
な

ど
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。　

人　ひと

（荻野忠夫会長）

　11 月 20 日、ＪＲ東日本と市
観光協会による観光イベント
『駅からハイキング』を開催。首
都圏各地からの参加者 569 人が、
真岡鐵道のＳＬなどに乗車後、
中館の観音寺や勤行川桜づつみ、
しもだて美術館などを結ぶハイ
キングコースを楽しみました。

駅からハイキングで
筑西の秋を満喫

スナップ



　

縦
波
が
数
秒
間
続
い
た
後
、
大
き
な
横
揺
れ
。
家
中
の
柱
が
き
し
み
、

食
器
棚
か
ら
コ
ッ
プ
や
茶
碗
が
吹
き
飛
ぶ
。
テ
レ
ビ
は
倒
れ
こ
み
、
外

で
ド
ー
ン
と
い
う
大
き
な
音
、
車
が
次
々
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
ら
し
い
。

電
柱
が
折
れ
て
電
線
が
切
れ
、
火
花
が
散
る
。
ま
だ
揺
れ
は
続
い
て
い

る･･･

。
こ
れ
は
絵
空
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
７
月
に
公
表
さ
れ
た
中
央

防
災
会
議
の
首
都
直
下
地
震
対
策
専
門
調
査
会
報
告
で
は
、『
茨
城
県
南

部
地
震
』
が
発
生
す
れ
ば
、
南
西
部
を
中
心
に
県
内
30
市
町
村
（
10
月

１
日
現
在
）
で
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
予
測
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

■
地
域
防
災
計
画
と
自
主
防
災
組
織

　

地
震
の
巣
と
も
い
え
る
活
断
層
が
な
い
茨
城

県
で
は
、
こ
れ
ま
で
震
度
５
強
以
上
の
地
震
の

震
源
と
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
決
し

て
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
左
の
表
は
、
昭
和
５

年
（
１
９
３
０
）
か
ら
平
成
17
年
（
２
０
０
５
）

８
月
ま
で
に
、
県
内
で
起
こ
っ
た
地
震
の
最
大

震
度
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
表
を
見
て

驚
く
の
は
、
平
成
12
年
を
境
に
急
に
地
震
が
増

え
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
間
、
イ
ン
ド
洋
や

新
潟
県
中
越
、
福
岡
県
な
ど
で
巨
大
地
震
が
発

生
し
て
い
る
の
は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

　

県
生
活
環
境
部
消
防
防
災
課
の
齋
藤
亨
課
長

補
佐
は
、「
現
在
の
科
学
技
術
を
も
っ
て
し
て

も
地
震
予
知
は
不
可
能
に
近
い
が
、
デ
ー
タ
を

見
る
限
り
、
地
震
活
動
は
活
発
化
し
て
い
る
と

も
言
え
そ
う
で
す
」
と
、
日
々
の
備
え
を
訴
え

て
い
ま
す
。
現
在
、
災
害
対
策
の
重
点
は
、『
防

災
』
か
ら
『
減
災
』
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

『
減
災
』
と
は
、大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
時
、

あ
る
程
度
の
被
災
は
や
む
を
得
な
い
と
し
、
被

災
の
程
度
を
で
き
る
だ
け
軽
く
、
少
な
く
し
よ

う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
市
民
１
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で
あ
り
、

そ
れ
は
『
覚
悟
と
備
え
』
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
齋
藤
課
長
補
佐
に
よ
る
と
、
従
来
の

公
共
施
設
整
備
主
体
に
実
施
し
た
防
災
対
策
を
、

個
人
レ
ベ
ル
へ
の
啓
蒙
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、
住
民

や
個
々
の
企
業
の
打
撃
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く

す
る
よ
う
な
防
災
対
策
ま
で
拡
大
し
て
い
く
こ
と

の
よ
う
で
す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
そ

れ
こ
そ
最
も
有
効
な
対
策
で
す
」
と
、
齋
藤
課

『
防
災
』
か
ら
『
減
災
』
へ

日
頃
か
ら
持
ち
続
け
た
い
、
大
地
震
へ
の
覚
悟
と
備
え

12

震源地 県内
最大震度

昭和５年 茨城県北部沿岸 ５
昭和６年 埼玉県中部 ５
昭和８年 三陸沖 ５
昭和13年 茨城県沖 ５
昭和13年 茨城県沖 ５
昭和13年 福島県沖 ５
平成12年 茨城県沖 ５弱
平成14年 茨城県沖 ５弱
平成16年 茨城県南部 ５弱
平成17年 茨城県南部 ５弱
平成17年 千葉県北東部 ５弱
平成17年 宮城県沖 ５弱
※県消防防災課ホームページより

県内で起こった地震の最大震度
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稲
いな

葉
ば

　寛
ひろし

さん（中上野）

■このコーナーを担当したのは

▲

８
月
27
日
に
実
施
し
た
茨
城
県
・
筑
西

市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
、
西
保
末

婦
人
防
災
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
。

自
主
防
災
組
織

長
補
佐
は
語
気
を
強
め
ま
す
。
家
屋
を
耐
震
補

強
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
改
修
し
て
お
く
こ
と

や
、
周
辺
の
危
険
個
所
を
把
握
し
、
必
要
最
小

限
の
水
・
食
料
等
を
備
え
る
こ
と
、
家
庭
内
で

緊
急
時
の
家
族
の
安
否
確
認
方
法
な
ど
を
決
め

て
お
く
こ
と
な
ど
が
重
要
で
す
。

 
（
社
）
日
本
火
災
学
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
阪

神
淡
路
大
震
災
で
生
き
埋
め
や
建
物
等
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
人
の
う
ち
、
約
95
％
は
自
力
ま
た
は

家
族
や
隣
人
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
、
専
門
の
救
助

隊
に
助
け
ら
れ
た
の
は
、
わ
ず
か
1.7
パ
ー
セ
ン
ト

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
自
助
と
地

域
ぐ
る
み
の
防
災
力
向
上
の
必
要
性
が
読
み
取

れ
ま
す
。
県
で
は
、
補
助
金
を
用
意
し
て
自
主

防
災
組
織
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
組
織
率

は
期
待
ど
お
り
伸
び
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
見
本
と
も
い
え
る『
西に

し

保ほ

末ず
え

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
』
の
会
長
、
渡
辺
カ
子ね

子こ

さ

ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
昭
和
60
年
に
発
足
し
、
現

在
の
会
員
数
は
41
人
。
地
区
内
の
70
％
の
世
帯

が
加
入
し
て
い
ま
す
。
各
種
の
講
習
会
へ
積
極

的
に
参
加
し
て
防
災
意
識
を
高
め
、
独
居
老
人

宅
へ
定
期
訪
問
し
て
防
火
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
は
、

下
館
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
『
茨
城
県
・
筑
西

市
総
合
防
災
訓
練
』
に
参
加
し
、
小
型
ポ
ン
プ

を
駆
使
し
て
見
事
な
消
火
作
業
を
披
露
し
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
を
固

め
て
い
る
の
で
す
。

　 

『
災
害
対
策
基
本
法
』
と
い
う
法
律

が
あ
り
ま
す
。
国
な
ど
公
共
機
関
の

災
害
時
の
対
応
責
任
を
定
め
た
も
の
で
、

こ
の
法
律
を
基
に
し
て
県
や
市
町
村
が

定
め
る
災
害
対
策
の
指
針
を『
地
域
防

災
計
画
』
と
い
い
ま
す
。
茨
城
県
で
は
、

①
震
災
対
策 

②
風
水
害
等
対
策 

③

原
子
力
災
害
対
策
の
３
編
か
ら
構
成

さ
れ
る
膨
大
な
茨
城
県
地
域
防
災
計

画
を
作
成
し
、
必
要
の
都
度
見
直
し

て
い
ま
す
。
ま
た
筑
西
市
で
は
、
平
成

10
年
度
策
定
の
下
館
市
地
域
防
災
計

画
を
も
と
に
、
合
併
後
の
実
情
に
合
わ

せ
た
形
で
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
最

中
で
、
旧
４
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

織
り
込
む
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。『
地

域
防
災
計
画
』
は
災
害
発
生
時
に
運

用
さ
れ
る
詳
細
で
大
規
模
な
行
動
計

画
で
す
が
、
平
常
時
の
備
え
な
く
し

て
は
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。

行
政
と
市
民
一
体
と
な
っ
た
身
近
な
対

策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

組織率 組織数

水戸市 １００. ０ ２７５
土浦市 　９４. ６ １４０
取手市 　９２．２ 　６３
龍ヶ崎市 　８７. ７ １４１
つくば市 　２２. ７ １４７
筑西市 　１３. ７ 　１８
県平均 　５５. １ 　　－
全国平均 　６２. ５ 　　－
※県消防防災課ホームページより

自主防災組織の組織率



　

ち
く
せ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
の
た
め
、

車
両
の
進
入
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
１
時　

▼
場
所
＝
市
下
館
運

動
公
園
周
辺
道
路
（
上
平
塚
）

■
問
い
合
わ
せ

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
下
館
総
合
体
育
館
）

　

TEL
　

28
　

５
０
４
０　

▼
期
日
＝
平
成
18
年
１
月
９
日
（
祝
）
成
人

の
日　

▼
時
間
＝
受
付
：
午
前
９
時
〜
９
時

45
分　

式
典
開
始
：
午
前
10
時
〜　

▼
対
象
＝
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
61
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人　

▼
場
所
＝
下
館
地
区
：
市
民
会
館
／
関
城
地

区
：
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
ペ
ア
ー
ノ
）

／
明
野
地
区
：
明
野
公
民
館
（
イ
ル
・
ブ
リ

ラ
ン
テ
）
／
協
和
地
区
：
協
和
公
民
館

※
市
外
に
転
出
し
た
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

対
象
者
に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
が
、
通
知

が
届
か
な
い
人
で
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、

12
月
27
日
（
火
）
ま
で
に
（
月
〜
金
曜
・
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
市
教
育
委

員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

TEL
　

22
　

０
１
８
２

　

関
城
分
室
社
会
教
育
係　

TEL
　

37
　

６
１
１
１

　

明
野
分
室
社
会
教
育
係　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

　

協
和
分
室
社
会
教
育
係　

TEL
　

57
　

２
５
１
１

　

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現

在
で
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら
平
成
18
年
１
月

に
か
け
て
、
市
内
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
へ

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
企
画
課
統
計
係　

内
線
４
９
４

　

筑
西
県
税
事
務
所
の
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。納
税
と
納
税
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時　

■
問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

TEL
　

24
　

２
２
２
０

　

筑
西
県
税
事
務
所
で
は
、
次
の
２
種
類
の

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

①
40
号
様
式
（
税
目
別
、
年
度
ご
と
の
納
税

状
況
を
証
明
）

②
２
号
様
式
（
す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
未

納
の
な
い
こ
と
を
証
明
）

▼
料
金
＝
４
０
０
円
（
１
件
）

▼
必
要
品
＝
納
税
義
務
者
の
印
鑑
（
法
人
の

場
合
は
代
表
者
登
録
印
）、
直
近
に
県
税
を

納
め
た
場
合
は
そ
の
領
収
書

■
問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　

総
務
課　

TEL
　

24
　

２
２
１
１　

内
線
２
５
４

　

関
東
鉄
道
常
総
線
は
、
12
月
10
日
の
ダ
イ

ヤ
改
正
に
合
わ
せ
て
、
昼
間
時
間
帯
の
快
速

列
車
（
下
館
〜
守
谷
間
・
３
往
復
）
と
夜
間

の
普
通
列
車
（
下
館
〜
下
妻
間
・
１
往
復
）

を
増
便
し
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
16
日
か
ら
、
常
総
線
の
一
部

列
車
で
、
車
内
に
自
転
車
を
持
ち
込
む
こ
と

が
で
き
る
『
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
』
が
始
ま

り
ま
し
た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
買
い
物
な
ど

の
た
め
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
区
間
＝
大
田
郷
駅
〜
水
海
道
駅

▼
実
施
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

30
分
（
乗
車
時
）　

▼
料
金
＝
無
料

※
自
転
車
の
持
ち
込
み
は
１
人
１
台
。
５
人

以
上
で
の
ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に
最
寄
り

駅
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

関
東
鉄
道
株
式
会
社　

鉄
道
部

　

TEL
０
２
９

８
２
２

３
７
１
８

交
通
規
制
（
車
両
進
入
禁
止
）

平
成
18
年
成
人
式

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

県
税
事
務
所
休
日
窓
口
開
設

関
東
鉄
道
常
総
線　

列
車
の
増
便

及
び
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
実
施

県
税
事
務
所
納
税
証
明
書
の
発
行
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Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
は
、
12
月
10
日
に
ダ
イ
ヤ

改
正
を
実
施
し
、
新
幹
線
と
在
来
線
の
接
続

な
ど
を
改
善
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
列
車
の

増
便
と
車
両
の
増
量
を
実
施
し
、
混
雑
緩
和

を
図
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
５
０

２
０
１
６

１
６
０
０

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
、
労
災
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
平
成
17
年
11
月
１
日
か
ら
、
加
入
手

続
き
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
に
対
す
る
費

用
徴
収
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
続
き
を
怠
っ
て
い
た
期
間
に
労
災
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
遡
っ
て
保
険
料
を
徴
収

す
る
ほ
か
に
、
労
災
保
険
か
ら
給
付
を
受
け

た
金
額
の
全
部
ま
た
は
40
％
を
事
業
主
か
ら

徴
収
し
ま
す
。
労
災
保
険
に
未
加
入
の
事
業

主
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

茨
城
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

TEL
０
２
９

２
２
４

６
２
１
３

　
『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
は
、
入
学
時
や
在

学
中
に
必
要
と
な
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的

制
度
で
す
。

▼
融
資
限
度
額
＝
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内　

▼
返
済
期
間
＝
10
年
以

内
（
在
学
期
間
内
元
金
据
置
可
能
）　

▼
返

済
方
法
＝
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス

増
額
返
済
可
能
）　

▼
利
率
＝
固
定
金
利
・

年
１
・
５
５
％
（
平
成
17
年
11
月
10
日
現
在
）

■
問
い
合
わ
せ

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
水
戸
支
店

　

TEL
０
２
９

２
２
１

７
１
３
７

　

保
育
所
の
お
迎
え
の
時
間
に
間
に
合
わ
な

い
。
産
休
・
育
休
後
の
預
け
先
が
見
つ
か
ら

な
い
。
子
ど
も
の
具
合
が
悪
い
が
仕
事
を
休

め
な
い
…
…
。
こ
ん
な
と
き
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が
育
児
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

＊
内
容
や
料
金
は
、
依
頼
者
と
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
が
話
し
合
っ
て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務
所

　

TEL
０
２
９

２
２
６

２
０
２
０

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
・
１

階
集
会
室　

▼
演
題
＝
『
家
庭
人
・
二
宮
尊

徳
と
筑
西
市
』　

▼
講
師
＝
新
井
恵
美
子
氏

（『
江
戸
の
家
計
簿
』
著
者
）　

▼
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

報
徳
壹
圓
塾

　

大
和
田　

TEL
　

24
　

５
９
２
６

　

筑
西
市
の
誕
生
に
伴
い
、
旧
下
館
市
、
旧
関
城
町
、
旧
明
野
町
、

旧
協
和
町
の
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
た
案
内
板
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
申
し
込
み
＝
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
案
内
板

の
番
号
（
No.
）
を
明
記
し
、
12
月
22

日
（
木
）
ま
で
に
市
企
画
課
へ
。（
当

日
消
印
有
効
）
※
原
則
と
し
て
一
人

一
枚
。
応
募
多
数
抽
選
。
当
選
の
人

に
の
み
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
企
画
課
企
画
調
整
係　

内
線
４
８
９

No. 地区名 枚数 No. 地区名 枚数 No. 地区名 枚数
1 下館市 13枚 28 西谷貝 2枚 55 寺上野 3枚
2 関城町 5枚 29 野殿 5枚 56 中上野 2枚
3 明野町 8枚 30 灰塚 1枚 57 中根 1枚
4 協和町 9枚 31 樋口 1枚 58 鍋山 1枚
5 下館市 1枚 32 茂田 3枚 59 東石田 2枚
6 関城町 1枚 33 森添島 2枚 60 松原 5枚
7 明野町 1枚 34 谷部 1枚 61 宮後 3枚
8 下館市 1枚 35 山崎 1枚 62 村田 2枚
9 旭ヶ丘 1枚 36 横島 1枚 63 小栗 8枚
10 一本松 2枚 37 蕨 1枚 64 門井 2枚
11 大関 2枚 38 丙 1枚 65 上星谷 3枚
12 大谷 1枚 39 犬塚 2枚 66 桑山 3枚
13 岡芹 2枚 40 梶内 2枚 67 知行 2枚
14 小川 3枚 41 黒子 2枚 68 細田 2枚
15 奥田 1枚 42 関本上 2枚 69 横塚 1枚
16 女方 1枚 43 関本中 1枚 70 樋口 2枚
17 折本 2枚 44 関本下 2枚 71 中舘 2枚
18 嘉家佐和 2枚 45 辻 5枚 72 石塔 1枚
19 川澄 3枚 46 西保末 1枚 73 下野殿 1枚
20 下江連 4枚 47 藤ヶ谷 3枚 74 岡芹 1枚
21 下中山 3枚 48 船玉 4枚 75 荒町 1枚
22 菅谷 1枚 49 舟生 6枚 76 伊佐山 1枚
23 玉戸 2枚 50 赤浜 5枚 77 辻 1枚
24 徳持 1枚 51 海老ヶ島 2枚 78 梶内 1枚
25 直井 1枚 52 大林 1枚 79 海老ヶ島 3枚
26 中舘 1枚 53 倉持 1枚 80 上星谷 1枚
27 成田 1枚 54 築地 1枚

■道路標識の大きさ

国
の
教
育
ロ
ー
ン

事
業
主
は
労
災
保
険
の
加
入
を

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が

子
育
て
を
支
援
し
ま
す

旧
市
町
の
道
路
標
識
を
差
し
上
げ
ま
す

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線　

ダ
イ
ヤ
改
正

二
宮
尊
徳
講
演
会
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▼
日
時
＝
12
月
６
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
２

時
30
分　

▼
場
所
＝
三
の
丸
ホ
テ
ル
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
玉
戸
）　

▼
出
演
＝
相
川

麻
里
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
啼
鵬
（
バ
ン

ド
ネ
オ
ン
）、
高
田
元
太
郎
（
ギ
タ
ー
）、
松

本
民
菜
（
歌
）　

▼
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ　

社
団
法
人
下
館
法
人
会

　

下
館
地
区
会
女
性
部
会

　

渡
辺　

TEL
　

24
　

５
２
６
１

▼
日
時
＝
12
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園
（
雨
天
時
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
児
童
館
『
河
童
』）　

▼
対
象

＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者　

▼
内
容
＝
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ゲ
ー
ム

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正

午　

▼
場
所
＝
下
館
総
合
体
育
館（
上
平
塚
）

▼
内
容
＝
個
人
戦
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦

▼
費
用
＝
１
０
０
円
（
賞
品
代
）、
中
学
生

以
下
無
料

※
申
し
込
み
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

下
館
輪
投
げ
の
会　

大
和
田

　

TEL
　

22
　

６
１
３
０
（
五
所
公
民
館
）

　

犬
や
猫
を
譲
り
た
い
、
譲
り
受
け
た
い
人

た
ち
に
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
日
）
毎
月
第
２
日
曜

日　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時　

▼
場
所
＝
市

役
所
駐
輪
場　

※
譲
り
た
い
人
は
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ア
ニ
マ
ル
ラ
イ
フ

　

高
橋　

TEL
　

52
　

２
６
１
８

▼
テ
ー
マ
＝
生
き
る
力
を
つ
け
る
子
育
て
と

は　

▼
期
日
・
場
所
＝
①
12
月
15
日
（
木
）

市
立
中
央
図
書
館
・
和
室　

②
12
月
21
日

（
水
）
協
和
公
民
館　

▼
時
間
＝
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
講
師
＝
社
団
法
人
ス
コ
ー

レ
家
庭
教
育
振
興
協
会　

平
石
喜
美
子
氏　

▼
入
場
無
料
・
託
児
あ
り　

■
問
い
合
わ
せ

　

平
石　

TEL
　

24
　

７
７
９
７

▼
『
覇
王
の
夢
』
津
本
陽　

90
分
６
本　

▼
『
こ
ぶ
し
の
上
の
ダ
ル
マ
』
南
木
桂
士　

90
分
３
本
／
20
分
１
本　

▼
『
皇
女
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
の
真
実
』
柘
植
久

慶　

90
分
４
本

▼
『
毎
日
が
「
今
日
が
一
番
い
い
日
！
」
で

す
』
吉
沢
久
子　

90
分
２
本　

▼
『「
知
ら
な
い
」
で
は
恥
を
か
く　

正
し

い
敬
語
の
使
い
方
』
永
崎
一
則　

90
分
４
本

▼
対
象
＝
視
覚
障
害
者
、
寝
た
き
り
の
人
、

視
力
の
落
ち
た
高
齢
者
な
ど
。
テ
ー
プ
は
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
貸
し
出
し
ま
す
（
無
料
）。

■
問
い
合
わ
せ　

野
ば
ら
の
会

　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
12
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
市
立
中
央
図
書
館
・
お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー　

▼
内
容
＝
絵
本
『
み
ん
な
で
げ

ん
き
に
ペ
ッ
タ
ン
コ
ン
』
紙
芝
居
『
三
び
き

の
く
ま
』
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

野
ば
ら
の
会

　

小
薬　

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
12
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室　

▼
内
容
＝
絵
本『
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ
』

『
う
ず
ら
ち
ゃ
ん
の
か
く
れ
ん
ぼ
』
紙
芝
居

『
り
ゅ
う
ぐ
う
の
お
よ
め
さ
ん
』

■
問
い
合
わ
せ

　

読
み
聞
か
せ
の
会
て
る
て
姫

　

飯
山　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど

広
場　

▼
内
容
＝
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝

採
り
野
菜
な
ど
の
販
売
）、
そ
の
他
に
も
輪

投
げ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し

い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん　

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集
】 

▼
１
人

１
区
画
（
３
ｍ
×
２
ｍ
、
出
店
料
無
料
）

▼
申
し
込
み
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に
電

話
で
平
沢
（
TEL
　

24
　

６
０
０
０ 

）
へ          

■
問
い
合
わ
せ　
　

市
商
工
観
光
課

　

商
工
振
興
係　

TEL
　

20
　

１
１
６
０

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
〜　

▼
場
所
＝
市
立
中
央
図
書
館
・
視
聴
覚
室　

▼
内
容
＝
手
作
り
紙
芝
居
『
お
な
ら
を
し
た

か
か
さ
ま
』、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
カ
ー
テ
ン

シ
ア
タ
ー
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』、
ブ
ラ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー
『
な
い
た
赤
お
に
』　

▼
無
料

＊
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

■
問
い
合
わ
せ　

　

読
み
聞
か
せ
『
あ
す
な
ろ
の
会
』　

　

中
金　

TEL
　

25
　

０
０
２
８

　

世
の
中
の
変
化
に
対
す
る
感
性
を
磨
き
、

時
代
の
流
れ
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
19
日
（
月
）
午
後
６
時
〜
７

時
30
分　

▼
場
所
＝
明
野
い
き
が
い
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル
（
明
野
中
学
校
北
側
）　

▼

演
題
＝
『
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
〜
ど
う
な
る
日

本
の
政
治
・
経
済
・
社
会
〜
』　

▼
講
師
＝

辛
坊
治
郎
氏
（
日
本
テ
レ
ビ
系
・
ズ
ー
ム
イ

ン
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
ニ
ュ
ー
ス
解
説
者
）　

▼
募

集
＝
先
着
１
５
０
人　

▼
入
場
無
料

※
申
し
込
み
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

筑
西
市
明
野
商
工
会

　

TEL
　

52
　

２
５
１
１

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

筑
西
市
民
交
流
輪
投
げ
大
会

犬
や
猫
の
里
親
会

読
み
き
か
せ
会
（
協
和
公
民
館
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
（
タ
ン
ゴ
）
の
調
べ

あ
す
な
ろ
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

商
工
会
塾
（
公
開
講
座
）

わ
っ
し
ょ
い
市

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

読
み
が
た
り

朗
読
テ
ー
プ
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組　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
12
日
（
月
）
ま
で

に
、
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
明
野
支
部
・

広
瀬
（
TEL
　

52
　

３
８
０
２
）
ま
た
は
明
野
公

民
館
（
TEL
　

52
　

５
３
３
３
）
へ
。

【
会
場
・
協
和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
12
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

▼
内
容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
午
後

は
預
か
り
保
育
）　

▼
募
集
人
数
＝
30
組　

▼
持
参
品
＝
２
０
０
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
申
し
込
み
＝
12
月
10
日
（
土
）
ま
で
に
、

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
協
和
支
部
・
中
島

（
TEL
　

57
　

６
６
５
７
）
へ
。

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（
水
）
午
後
６
時
〜
８

時　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
・
１
階
集
会
室　

▼
内
容
＝
講
演
『
子

ど
も
の
救
急
っ
て
ど
ん
な
と
き
？
』
榎
戸
久

氏
（
三
岳
荘
小
松
崎
病
院
副
院
長
・
小
児
科

医
）、
実
技
実
習
（
筑
西
広
域
消
防
本
部
救

急
隊
員
に
よ
る
救
急
蘇
生
法
等
）　

▼
対
象

＝
保
護
者
50
人
程
度　

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
、
12
月
12
日
（
月
）
ま
で
に
筑
西
保
健

所
へ
。『
上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

講
習
会
参
加
希
望
』、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
筑
西
保
健
所

　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

　

FAX
　

24
　

３
９
２
８

　

E-m
ail　

j-horie@
pref.ibaraki.lg.jp

▼
日
時
＝
12
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園
・
な
か
よ
し

文
庫　

▼
対
象
＝
０
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
と

保
護
者　

▼
テ
ー
マ
＝
ク
リ
ス
マ
ス　

▼
内

容
＝
絵
本
『
ま
ど
か
ら
の
お
く
り
も
の
』『
の

ん
た
ん
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
だ
よ
』

■
問
い
合
わ
せ　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

栗
原　

TEL
　

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
12
月
23
日
（
祝
）
午
後
６
時
〜
９

時　

▼
場
所
＝
三
の
丸
ホ
テ
ル
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ホ
ー
ル
（
玉
戸
）　

▼
料
金
＝
１
０
，

０
０
０
円　

▼
出
演
＝
西
城
慶
子
、
森
寿
男

と
ブ
ル
ー
コ
ー
ツ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
山
下
敬

二
郎　

▼
曲
目
＝
『
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
セ
レ

ナ
ー
デ
』、『
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ド
』、『
真

珠
の
首
飾
り
』
ほ
か

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　

Ｋ
・
Ｓ
・
オ
フ
ィ
ス　

TEL
　

24
　

０
０
２
８

　

Ｓ
Ｌ
に
乗
車
し
た
子
ど
も
た
ち
に
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
布
し
ま
す
。

▼
期
日
＝
12
月
23
日
（
祝
）、
24
日
（
土
）

▼
運
行
区
間
＝
下
館
駅
〜
茂
木
駅（
一
往
復
）

▼
運
行
時
刻
＝
【
下
り
】
下
館
駅
10
：
36
発
、

茂
木
駅
12
：
02
着　
【
上
り
】
茂
木
駅
14
：

28
発
、
下
館
駅
15
：
55
着　

※
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
は
、
下
り
列
車
は
全
区
間
乗
車
し
ま

す
が
、上
り
列
車
は
真
岡
駅
で
下
車
し
ま
す
。

▼
Ｓ
Ｌ
整
理
券
＝
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、

小
学
生
２
５
０
円　

※
ほ
か
に
乗
車
券
が
必

要
で
す
。

▼
12
月
10
日
（
土
）
〜
25
日
（
日
）
は
、
Ｓ

Ｌ
車
内
を
ク
リ
ス
マ
ス
の
装
飾
を
し
て
運
行

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

真
岡
線
Ｓ
Ｌ
運
行
協
議
会

　

TEL
０
２
８
５

８
２

９
１
５
１

▼
日
時
＝
平
成
18
年
３
月
26
日
（
日
）
午
後

６
時
〜　

▼
場
所
＝
市
立
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
ペ
ア
ー
ノ
）　

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金
＝

４
，０
０
０
円
（
税
込
・
全
席
指
定
）　

▼
チ

ケ
ッ
ト
発
売
＝
12
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
、
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

37
　

７
８
０
３

▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝
①
１
月
11
日
（
水
）
お

正
月
あ
そ
び
を
た
の
し
も
う　

②
１
月
18
日

（
水
）
小
麦
粉
ね
ん
ど
を
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ

う　

③
１
月
25
日
（
水
）
か
く
れ
ん
ぼ　

▼

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
募

集
人
数
＝
先
着
各
30
組　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
15
日
（
木
）
午
前
９
時

〜
電
話
ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
へ

＊
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
保
護
者
で
す
。
初
め
て
利
用

さ
れ
る
方
は
、印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

　

筑
西
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
が
、
親
子

で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ
る
子
育
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
１
歳
〜
６
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
費
用
＝
無
料

【
会
場
・
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時　

▼
内
容
＝
先
輩
マ
マ
と
の
育
児
相

談　

▼
募
集
人
数
＝
30
組
程
度　

▼
申
し
込

み
＝
12
月
13
日
（
火
）
ま
で
に
、
市
地
域
女

性
団
体
連
絡
会
下
館
支
部
・
関
根
（
TEL
　

22
　

５
９
４
８
）
へ
。

【
会
場
・
あ
け
の
元
気
館
】

▼
日
時
＝
12
月
19
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

▼
内
容
＝
親
子
で
楽
し
む
音
楽
・

童
謡
を
一
緒
に
歌
お
う　

▼
募
集
人
数
＝
20

押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

西
城
慶
子
ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

Ｓ
Ｌ
ク
リ
ス
マ
ス
列
車

え
ほ
ん
と
ふ
れ
あ
い
会

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
こ
に
こ
企
画
あ
そ
び

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ
る

子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
支
援
講
習
会

『
上
手
な
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
』
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▼
日
時
＝
12
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

〜
正
午　

▼
場
所
＝
下
館
総
合
体
育
館
・
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
上
平
塚
）　

▼
対
象
＝
市

内
在
住
の
小
学
生
親
子
（
小
学
生
の
み
の
参

加
も
可
）　

▼
内
容
＝
輪
投
げ
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
キ
ン
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
ラ
ケ
ッ
ト
・
シ
ャ
ト
ル
持

参
）
ほ
か　

▼
持
参
品
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー

ズ　

▼
募
集
人
数
＝
先
着
１
０
０
人　

▼
指

導
＝
市
体
育
指
導
委
員　

▼
申
し
込
み
＝
12

月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
、
印
鑑
を
持
参

し
て
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
下
館
総
合
体
育
館
）

　

TEL
　

28
　

５
０
４
０

▼
募
集
学
科
＝
溶
接
科
（
金
属
の
薄
板
・
中

板
を
使
用
し
て
の
ア
ー
ク
溶
接
・
ガ
ス
溶
接

な
ど
、
溶
接
の
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
修

得
し
ま
す
）

▼
訓
練
期
間
＝
平
成
18
年
４
月
〜
19
年
３
月

（
１
年
間
）　

▼
募
集
人
数
＝
20
人　

▼
対
象

＝
中
学
卒
業
以
上
（
見
込
み
を
含
む
）　

▼
試
験
日
＝
平
成
18
年
３
月
７
日
（
火
）

▼
願
書
受
付
＝
平
成
18
年
１
月
27
日
（
金
）

〜
２
月
28
日
（
火
）
に
、
入
学
願
書
、
調
査

書
、
健
康
診
断
書
（
過
年
度
卒
業
の
み
）
を

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

茨
城
県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

　

TEL
　

24
　

１
７
１
４

　

筑
西
市
は
、
下
館
・
関
城
・
明
野
・
協
和

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
豊
か
な

自
然
を
活
か
し
な
が
ら
、
だ
れ
も
が
安
全
で

快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
そ
の
指
針
と
な
る

『
筑
西
市
総
合
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。
そ

の
策
定
に
あ
た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
く
た
め
、
市
民

ま
ち
づ
く
り
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
＝
①
健
康
・
福
祉
部
会
（
健
康
づ

く
り
、
医
療
、
高
齢
者
・
障
害
者
・
児
童
福

祉
な
ど
）　

②
都
市
・
環
境
部
会
（
道
路
網
、

市
街
地
整
備
、
住
環
境
、
防
犯
・
防
災
、
環

境
問
題
な
ど
）　

③
教
育
・
文
化
部
会
（
教

育
、
生
涯
学
習
、
歴
史
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

地
域
ぐ
る
み
の
教
育
な
ど
）　

④
産
業
・
観

光
部
会
（
農
業
、
工
業
、
商
業
、
観
光
な
ど
）

⑤
住
民
・
自
治
部
会
（
自
治
会
等
市
民
活
動
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
市
民
参
加
の
促
進
と
し
く

み
づ
く
り
な
ど
）

▼
日
程
＝
平
成
18
年
１
月
〜
、
月
１
回
（
全

５
回
程
度
）、
テ
ー
マ
別
に
会
議
を
行
い
ま

す
。（
会
議
は
平
日
昼
に
開
催
予
定
）

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
で
き
る
人
）

▼
募
集
人
数
＝
各
テ
ー
マ
20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
選
考
の
う
え
、
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
）

▼
申
し
込
み
＝
住
所
（
連
絡
先
）、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
（
ま
た

は
勤
務
先
）、
ま
ち
づ
く
り
会
議
で
話
し
合

い
た
い
こ
と
（
参
加
を
希
望
す
る
テ
ー
マ
、

１
０
０
字
程
度
）を
記
入
し
、12
月
28
日（
水
）

ま
で
に
市
企
画
課
へ
。
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
も
可
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
企
画
課
企
画
調
整
係

　

内
線
４
８
４

　

FAX
　

24
　

７
３
３
３

　

E-m
ail kikaku@

city.chikusei.lg.jp 

　

筑
波
山
が
美
し
く
見
え
る『
場
所
』や『
み

ち
』
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
対
象
＝
①
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
立
ち
止
ま
っ
て
筑
波
山
を
眺
め
ら
れ
る
場

所
）　

②
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
ル
ー
ト
（
車
や
自

転
車
等
に
よ
り
、
筑
波
山
を
見
な
が
ら
移
動

で
き
る
道
路
）

▼
応
募
方
法
＝
そ
の
場
所
か
ら
撮
影
し
た
筑

波
山
の
写
真
を
添
え
て
、
12
月
25
日
（
日
）

ま
で
に
、郵
送
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

筑
波
山
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委

員
会
事
務
局
（
〒
３
０
０
　

２
６
２
４　

つ

く
ば
市
西
沢
２
　

２　

土
木
研
究
セ
ン
タ
ー

技
術
研
究
所
内
）
へ
。

＊
郵
送
用
応
募
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
一
般
投
票
と
実
行
委
員
会
の
審
査
に
よ

り
、す
ば
ら
し
い
『
場
所
』『
み
ち
』
を
選
定
。

選
ば
れ
た
人
に
記
念
品
あ
り
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

茨
城
県
土
木
部
道
路
建
設
課

　

TEL
０
２
９

３
０
１

４
４
３
８

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp/

　

bukyoku/doboku/m
t-tsukuba-best-view

/

▼
日
時
＝
平
成
18
年
１
月
24
日
（
火
）
午
後

５
時
30
分
〜　

▼
場
所
＝
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
（
ス
ピ
カ
６
階
）

【
発
表
者
募
集
】
▼
対
象
＝
筑
西
を
『
わ
が

ま
ち
』
と
言
え
る
人　

▼
募
集
人
数
＝
６
人

程
度
（
応
募
多
数
選
考
）　

▼
テ
ー
マ
＝
明

日
の
筑
西
を
考
え
る
（
関
連
し
て
い
れ
ば

題
材
は
自
由
）　

＊
発
表
は
10
分
以
内　

▼

申
し
込
み
＝
発
表
し
た
い
内
容
の
要
約
文

（
８
０
０
字
以
内
）
を
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
下
館
商
工
会
議
所
（
〒
３
０
８
　

０
０
３
１　

筑
西
市
田
中
町
丙
３
６
０
）へ
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
館
商
工
会
議
所　

TEL
　

22
　

４
５
９
６

　

FAX
　

25
　

０
４
１
２

▼
日
時
＝
平
成
18
年
１
月
20
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
〜
７
時
45
分　

▼
場
所
＝
茨
城
県

立
図
書
館
（
水
戸
市
）　

▼
演
題
＝
『
こ
れ

か
ら
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
〜
仕

事
と
家
庭
の
両
立
っ
て
な
ん
だ
？
〜
』　

▼
講
師
＝
渥
美
雅
子
氏
（
弁
護
士
・
女
性
と

仕
事
の
未
来
館
長
）　

▼
募
集
＝
２
０
０
人

▼
入
場
無
料
、
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ　

　

茨
城
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

　

TEL
０
２
９

３
０
１

３
６
４
０

ち
び
っ
こ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ

平
成
18
年
度

筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院
生

『
市
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
』
参
加
者

筑
波
山
ベ
ス
ト
ビ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

わ
が
ま
ち
筑
西
語
る
べ
コ
ン
ク
ー
ル

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー



19

５
，０
０
０
円
／
匿
名　

３
，０
０
０
円
／

花
朋
会
様　

１
０
，０
０
０
円
／
高
齢
者
趣

味
ク
ラ
ブ
陶
竜
会
様　

４
，０
９
５
円
／
親

緑
会
様　

６
，
２
４
５
円
／
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
茨
城
牧
場
様　

６
，１
３
２
円
／
㈱
マ

ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
下
館
玉
戸
店
様　

お
し
り

ナ
ッ
プ
３
袋
、
シ
ャ
ン
プ
ー
６
本
、
リ
ン
ス
６
本

▼
な
ご
み
へ
＝
黄
瀬
ヒ
ロ
様
（
折
本
）　

電

動
ベ
ッ
ド
１
台

　

平
成
17
年
４
月
に
開
校
し
た
茨
城
県
立
産

業
技
術
短
期
大
学
校
（
水
戸
市
）
で
は
、
Ｉ

Ｔ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
す
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
学
科
＝
情
報
通
信
科
、
情
報
処
理
科

▼
募
集
人
数
＝
各
科
15
人
程
度　

▼
試
験
日
＝
平
成
18
年
１
月
24
日
（
火
）

▼
願
書
受
付
＝
12
月
19
日
（
月
）
〜
平
成
18

年
１
月
17
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

茨
城
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　

TEL
０
２
９

２
６
９

５
５
０
０

▼
日
時
＝
12
月
21
日
（
水
）
午
後
３
時
〜　

▼
場
所
＝
市
民
病
院
・
２
階
会
議
室　

▼
演
題
＝『
腹
痛
と
消
化
管
疾
患
に
つ
い
て
』

▼
講
師
＝
沖
野
哲
也
（
市
民
病
院
消
化
器
外

科
医
長
）

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
市
民
病
院　

庶
務
課
庶
務
係

　

TEL
　

28
　

２
２
６
１　

内
線
２
７
５

　

法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】

▼
日
時
＝
12
月
22
日
（
木
）
午
後
１
時
〜　

▼
場
所
＝
市
民
会
館
・
１
階
会
議
室　

▼
相

談
人
数
＝
先
着
８
人　

▼
相
談
員
＝
弁
護
士

▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
要
。
12
月
12
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
、
電
話
で
市
広
報
広
聴

課
広
聴
係
へ
。　

【
人
権
相
談
】

▼
日
時
・
場
所
＝
①
12
月
５
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時　

明
野
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー　

②
12
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

協
和
公
民
館
・
総
合
ホ
ー
ル　

③

12
月
22
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時　

市
民

会
館
・
１
階
会
議
室　

▼
相
談
員
＝
人
権
擁

護
委
員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）

【
行
政
相
談
】

▼
日
時
・
場
所
＝
①
12
月
５
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
正
午　

明
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
12
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午　

協
和
公
民
館
・
総
合
ホ
ー
ル　

③
12
月
22

日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時　

市
民
会
館
・

１
階
会
議
室　

▼
相
談
員
＝
行
政
相
談
委
員

（
総
務
大
臣
委
嘱
）

＊
人
権
・
行
政
相
談
は
事
前
申
し
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ　

市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　

内
線
２
０
０
・
２
０
１

▼
期
日
・
場
所
＝
①
12
月
16
日
（
金
）・
関

東
つ
く
ば
銀
行
下
館
支
店　

②
12
月
22
日

（
木
）・
常
陽
銀
行
下
館
支
店　

③
平
成
18
年

１
月
26
日
（
木
）・
常
陽
銀
行
下
館
支
店

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■
問
い
合
わ
せ

　
関
東
つ
く
ば
銀
行
下
館
支
店　

TEL
　

24
　

５
５
５
５

　

常
陽
銀
行
下
館
支
店　

TEL
　

22
　

３
１
３
１

【
寄
付
金
】　

▼
文
化
振
興
基
金
へ
＝
本
多
友

彦
様
（
昭
島
市
）　

１
，０
０
０
，０
０
０
円

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
＝
県
西
地
区
ダ
ン

ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
様　

２
０
，０
０
０
円　

【
寄
付
品
】　

▼
市
下
館
総
合
体
育
館
へ
＝
㈱

育
良
精
機
製
作
所
様　

卓
球
台
５
台

【
善
意
銀
行
】　

▼
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

＝
ゆ
う
き
動
物
病
院
様　

５
，０
０
０
円
／

柴
リ
イ
様　

１
，９
６
７
円
／
21
年
会
様　

３
６
，６
０
２
円
／
匿
名　

３
，０
０
０
円
／

中
山
り
ん
様
（
船
玉
）　

１
０
０
，０
０
０
円

／
ど
す
こ
い
ペ
ア
実
行
委
員
会
相
撲
部
会
様

３
４
，１
９
９
円
／
本
城
町
婦
人
会
様

今月の納税

固定資産税・都市計画税（４期）
国民健康保険税（７期）
納期限：12月26日（月）

納税には便利な口座振替制度を
ご利用ください。手続きは、金
融機関の届出印を持参のうえ、
市収税課または市内の金融機関・
郵便局へ
■問い合わせ
　市収税課管理係　内線４４４

12
月
の
健
康
講
座

生
活
の
困
り
ご
と
相
談

年
金
相
談

平
成
18
年
度

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
学
生



勤行川に遡上したサケの姿。無断でサケを
捕ることは、法律で禁止されています。

　

栃
木
県
さ
く
ら
市
を
源
流
と
し
、
筑

西
市
内
で
小
貝
川
と
合
流
す
る
勤
行
川
。

筑
西
の
市
街
地
を
流
れ
る
こ
の
川
に
、

毎
年
秋
に
な
る
と
サ
ケ
が
遡
上
し
て
き

ま
す
。
今
年
は
特
に
数
が
多
く
、
サ
ケ

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
下
館
小
学
校
東

側
の
新
橋
付
近
に
は
、
連
日
、
大
勢
の

見
物
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。（
∞
）

編

集

後

記

　

一
人
ひ
と
り
は
み
ん
な
違
う
が
、
人

権
は
全
て
の
人
に
平
等
に
保
障
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
自
分
の
人
権
を
主
張

す
る
だ
け
で
は
、
他
人
の
人
権
を
侵
害

す
る
こ
と
も
あ
る
。
人
権
教
室
で
の
子

ど
も
た
ち
み
ん
な
が
、
お
互
い
に
相
手

の
立
場
を
思
い
や
れ
る
優
し
い
大
人
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
た
。（
も
）

　

毎
月
、
６
年
生
に
将
来
の
夢
を
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
目
を
輝
か
せ
て
語
っ
て
く
れ
る
夢
は
、

ど
れ
も
素
敵
な
も
の
ば
か
り
。
ふ
と
私

は
何
に
な
り
た
か
っ
た
ん
だ
っ
け
と
考

え
て
み
る
と
…
…
確
か
、
新
体
操
の
選

手
。
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
て
い
ま
し
た

が
、そ
ん
な
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。（
＠
）

人口＝男 56,205 人　女 57,113 人　計 113,318 人　世帯数＝ 35,079 世帯（平成 17 年 11 月１日現在・常住人口）

人権教室が開かれる

▼

大
田
小
学
校
の
４
年
生
児
童
を
前
に
教
壇
に
立
つ
人
権
擁
護
委
員

12 月４日～ 10 日
は人権週間です
12 月４日～ 10 日
は人権週間です

人の和は人権守る心から

　11月19日、人権擁護委員協議会筑西
市部会による『いじめをなくそう人権教室』
が大田小学校で開催され、４年生の４クラ
ス130 人が参加しました。子どもたちは講
師を務めた人権擁護委員の指導で、いじ
めをなくすにはどうすればいいのかを考え、
活発に意見を発表。友達を悲しませてはい
けないという人権思想の基本を学びました。

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
『
人
権
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
』

を
開
催
。
応
募
の
あ
っ
た
１
４
２
２
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
５
年
生
の
部　

　

最
優
秀
賞　

川
島
小
学
校
・
山
崎
芽
依
さ
ん

▼
優
秀
賞　

関
城
東
・
儀
部
菜
月
さ
ん
／

大
田
・
増
田
綾
加
さ
ん
／
河
間
・
古
谷
野
瑛

里
さ
ん
／
伊
讃
・
塩
沢
知
沙
さ
ん
／
大
村
・

物
井
美
咲
さ
ん
／
鳥
羽
・
古
山
碧
紀
さ
ん
／

古
里
・
板
橋
瑞
樹
さ
ん
／
関
城
西
・
松
本
彬

さ
ん
／
新
治
・
大
林
可
奈
子
さ
ん　

▼
佳
作

上
野
・
飯
塚
ま
ゆ
さ
ん
／
村
田
・
藤
沼
奈
那

さ
ん
／
長
讃
・
杉
田
昂
翼
さ
ん
／
中
・
荒
井

華
澄
さ
ん
／
下
館
・
天
貝
早
希
さ
ん
／
五
所

中
村
愛
さ
ん
／
竹
島
・
古
谷
野
剛
さ
ん
／
養

蚕
・
飯
泉
康
平
さ
ん
／
嘉
田
生
崎
・
若
松
愛

美
さ
ん
／
小
栗
・
佐
野
亜
季
子
さ
ん　
　

■
６
年
生
の
部　

　

最
優
秀
賞　

新
治
小
学
校
・
田
口
絵
理
さ
ん

▼
優
秀
賞　

大
村
・
澤
佐
文
香
さ
ん
／
下
館

枝
紗
也
香
さ
ん
／
伊
讃
・
奥
沢
克
樹
さ
ん
／

下
館
・
古
谷
香
月
さ
ん
／
関
城
東
・
谷
貝
潤

さ
ん
／
五
所
・
竹
田
美
沙
希
さ
ん
／
中
・
菊

池
瑞
稀
さ
ん
／
川
島
・
泉
華
水
莉
さ
ん
／
大

田
・
廣
瀬
岬
さ
ん　

▼
佳
作　

村
田
・
渡
辺

悠
太
さ
ん
／
養
蚕
・
北
島
魁
人
さ
ん
／
鳥
羽
・

古
宇
田
佳
奈
さ
ん
／
竹
島
・
渡
辺
新
樹
さ
ん

長
讃
・
小
林
美
咲
さ
ん
／
上
野
・
荒
木
保
也

美
さ
ん
／
古
里
・
藤
沼
里
佳
さ
ん
／
河
間
・

小
島
眸
さ
ん
／
小
栗
・
海
老
原
千
尋
さ
ん
／

関
城
西
・
倉
持
彩
花
さ
ん　
　

第
25
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
入
賞
者

▼
水
戸
地
方
法
務
局
長
賞

　
『
ハ
ン
セ
ン
病
を
知
っ
て
思
う
こ
と
』 

　
　

関
城
中
学
校
３
年
・
齋
藤
沙
織
さ
ん

▼
優
秀
賞

　
『
み
ん
な
同
じ
人
間
』

　
　

関
城
中
学
校
３
年
・
小
幡
恵
理
さ
ん

　
『
外
国
人
の
い
る
当
た
り
前
の
生
活
』

　
　

下
館
北
中
学
校
２
年
・
猿
山
貴
大
さ
ん

　
『
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
』 

　
　

下
館
西
中
学
校
３
年
・
飯
高
久
恵
さ
ん

　
『
共
存
共
栄
が
で
き
る
た
め
に
』 

　
　

関
城
中
学
校
２
年
・
塚
田
克
哉
さ
ん

筑
西
市
人
権
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0
2
9
6
-2
4
-2
1
1
1

広
報
筑
西
 ピ
ー
プ
ル

N
o.17
平
成
17
年
12
月
１
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp


